
研究指定校名 ：米子市日吉津村中学校組合立箕蚊屋中学校 

 

１． 学校の概要 

学校名 米子市日吉津村中学校組合立箕蚊屋中学校 

学級数 １８学級（うち特別支援学級：２学級） 

児童生徒数 全生徒数：５０４人（平成２９年１月７日現在） 

ＵＲＬ http://www.torikyo.ed.jp/minoka-j/ 

 

２．調査研究のテーマ 

（１）調査研究のテーマ 

    【中学校区共通テーマ】 

      箕蚊屋教育コミュニティにおける人権尊重社会の基礎づくり 

       ～互いに関わり合い学び合う子どもの育成を通して～ 

    【本校研究主題】 

      自他を大切にし、互いに関わり合い、学び合う生徒の育成 

 

（２）調査研究のテーマを設定した背景 

 本校では平成２６年度の研究主題を「『人権教育の改善と充実』～学習事例の開発と

支え合う仲間づくりの推進～」とし、取組を進めてきた。その結果、教師同士で人権学

習に関して自主的に話し合う場が増えるなど、授業の準備段階や日常生活での情報交換

に変化が見られるようになってきた。 

本校を含む箕蚊屋中学校区は、平成２８年度の米子市中学校区人権教育研究発表会の

開催に向けて、中学校区の研究組織を立ち上げて研究を推進してきた。この研究を始め

るにあたり、校区児童生徒を対象に実施した「自己他者肯定感テスト」「自尊感情５領

域テスト（総合的領域、社会的領域、身体的領域、学力的領域、家庭的領域）」「人権

意識アンケート」の傾向として、学力的領域と身体的領域が他の領域に比べ低かった。 

  また、本校生徒を含む多くの児童生徒が学習に自信がなく、その結果として自尊感情

を低下させていることが明らかとなった。また、自尊感情の低さが、主体性の欠如や苦

手なことからの逃避といった消極的な姿勢や、友だちに対する攻撃的な言動を行うなど

良好な人間関係を阻害する態度につながることもわかった。 

そこで、中学校区共通研究テーマ「箕蚊屋教育コミュニティにおける人権尊重社会の

基礎づくり～互いに関わり合い学び合う子どもの育成を通して～」の下、「自己につい

ての肯定的態度（自尊感情）」を高めるために、「人権が尊重される学習活動づくり部

会」「人権が尊重される人間関係づくり部会」「人権が尊重される環境づくり部会」の

３つの専門部会を立ち上げ、人権が尊重される学校づくりに取り組むこととした。 

具体的には、校区の小学校と連携し、中学校卒業までの１５年間を見通した「学力の

向上」「人権意識の向上」「集団づくり」「基本的生活習慣の定着」等について、小学

校低学年・中学年・高学年、中学校ごとに、育てたい資質・能力を明確にした「中学校

区１５年プラン『育てたい資質・能力』」を作成して研究を進めることで、本校の研究

主題「自他を大切にし、互いに関わり合い、学び合う生徒の育成」に近づくものと考え

研究に取り組むこととした。 

 

 

 

 

 

 



３． 調査研究の推進体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【関係協力機関】 

 ○鳥取県教育委員会  ○米子市教育委員会  ○日吉津村教育委員会 

 ○米子市日吉津村中学校組合教育委員会 

 ○米子市人権・同和教育推進協議会学校教育部会 

 ○箕蚊屋中学校区人権・同和教育推進協議会 

 

４．調査研究の内容等 

（１）調査研究の内容・実施日程 

 ＜人権が尊重される学習活動づくり部会＞ 

  ①授業改革 

   ・授業デザインの活用     ・「人権が尊重される授業づくりチェック表」 

 の作成・活用 

 

   ・多様な学びを取り入れた授業づくり（授業形態の工夫、アクティブラーニングなど） 

   ・学力実態の分析（全国学力・学習状況調査） 

   ・授業振り返りアンケート（年２回：７月・１２月） 

   ・校内授業研究の充実 

  ②基礎的学習内容の定着 

   ・「学習の日」の充実 

（課題プリント作成、家庭学習のリーフレット作成・活用） 

   ・補習やＴＴによる個別指導 

 ＜人権が尊重される人間関係づくり部会＞ 

  ①学級の人間関係づくり 

   ・話合い活動の充実 

   ・クラススタンダード、マイスタンダードへの取組 

   ・班活動や朝の会・終わりの会の充実 

   ・「ライフ（生活ノート）」「学級通信」の活用 
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  ②学校の人間関係づくり 

   ・生徒会活動や部活動の充実  

・掲示による他学年へのメッセージ 

  ③学校間・地域間交流 

   ・あいさつ運動    ・新入生交流会 

   ・幼児ふれあい体験  ・職場体験 

  ・校区リーダー研修会 

  ④人権学習の充実 

   ・教科領域に基づいた学習内容の見直し 

   ・道徳の時間における授業改善（発問、展開の工夫） 

   ・総合的な学習の時間の見直し ・人権弁論 

 ＜人権が尊重される環境づくり部会＞ 

  ①学校における基本的生活習慣の確立 

   ・「箕中スタンダード」の取組 

   ・生徒会を中心とした自治活動 

   ・生徒に寄り添った生徒指導 

  ②安心して過ごせる校内環境づくり 

   ・ユニバーサルデザインの視点 

   ・共通掲示（授業に向けて、クラススタンダード、 

マイスタンダードなど） 

   ・人権コーナー（校内）、仲間コーナー（教室）の設置 

   ・人権標語への取組 

  ③家庭における基本的生活習慣の確立 

   ・ノーメディアデイの取組 

 

期 日 内 容 備 考 

４月 ５日（火） 

    １１日（月） 

    １３日（水） 

 

    １５日（金） 

    １９日（火） 

２１日（木） 

    ２６日（火） 

第１回 研究職員会 

第１回 研究推進委員会 

第２回 研究職員会 

第１回 担任会 

校区拡大研究部会（箕蚊屋小学校） 

＊全国学力・学習状況調査 

米子市人権教育研究推進事業連絡協議会（県教育委員会３人） 

校区研究主任会 

全職員 

１１人 

全職員 

２０人 

４人 

 

参加者８人 

１人 

５月 ２日（月） 

    １２日（木） 

   １３日（金） 

  １６日（月） 

    １８日（水） 

    ２５日（水） 

校区研実行委員会（箕蚊屋小学校） 

箕蚊屋中学校区人権・同和教育推進協議会総会（全員研修） 

ＰＴＡ部会 人権情報紙発行 

第２回 研究推進委員会 

第３回 研究職員会 

第１回 小中一貫協議会 

５人  

全職員 

１５００部 

１１人 

全職員 

 

６月１３日（月） 

    １５日（水） 

  

 

  

  １６日（木） 

第３回 研究推進委員会 

授業研究会（２年国語） 

指導助言 牧田礼次郎 係長（県教育委員会） 

      西垣栄太郎 指導主事（県教育委員会） 

第４回 研究職員会 

学年研究授業（１年団） 

１１人 

 

 

 

全職員  

９人  

ポスターセッションの様子 

（総合的な学習の時間の見直し） 

学習の成果を各教室前に掲示 

（人権コーナー） 



    １７日（金） 

    ２０日（月） 

  ２２日（水） 

  ２７日（月） 

 

 

    ２９日（水） 

    ３０日（木） 

学年研究授業（１年団） 

学年研究授業（１年団） 

第２回 担任会 

第５回 研究職員会 

授業研究会（１年道徳） 

 指導助言 森田泰弘 係長（県教育委員会） 

第２回 小中一貫協議会 

研究会参加（鳥取大学附属中学校） 

ＰＴＡ部会 人権情報紙発行 

９人  

９人  

２０人 

全職員 

 

 

 

２人  

１５００部 

７月 ６日（水） 

      ８日（金） 

    １１日（月） 

  １３日（水） 

    ２２日（金） 

 

    ２９日（金） 

第３回 担任会 

先進地視察研修 福岡県田川市立金川小学校 

第４回 研究推進委員会 

第６回 研究職員会 

総合的な学習の時間についての研修 

指導助言 奥田和弘 指導主事（県教育委員会） 

第３回 小中一貫協議会 

２０人 

１人  

１１人 

全職員 

１０人 

 

８月 ３日（水） 

 

校区全体研修会（箕蚊屋小学校） 

指導助言 三木徹 課長補佐（米子市教育委員会） 

全職員 

 

９月１０日（土） 

 

  ２０日（火）  

２１日（水） 

職員研修 

 講師  千代西尾祐司 教授（島根大学） 

ＰＴＡ部会 人権情報紙発行 

校区拡大研究部会（箕蚊屋小学校） 

１２人 

 

１５００部 

４人 

１０月３日（月） 

      ５日（水） 

    １２日（水） 

    １９日（水） 

第５回 研究推進委員会 

第７回 研究職員会 

第４回 担任会 

第４回 小中一貫協議会 

１１人 

全職員 

２０人 

 

１１月７日（月） 

   ９日（水） 

  １４日（月） 

 

    １６日（水） 

    ２２日（火） 

 

 

第６回 研究推進委員会 

第８回 研究職員会 

ハンセン病問題講演会 

 講師 田村朋久 学芸員（長島愛生園） 

第９回 研究職員会 

箕蚊屋中学校区人権教育研究発表会（全学級公開） 

指導助言 森田泰弘 係長（県教育委員会） 

      竹本周平 指導主事（米子市教育委員会） 

成果刊行物配布 

１１人 

全職員 

第２学年 

 

全職員 

参加者４５８人 

 

 

１５０冊 

１月１７日（火） 第１０回 研究職員会 

米子市人権・同和教育研究集会（第２、３分科会発表）  

指導助言 森田泰弘 係長（県教育委員会） 

竹本周平 指導主事（米子市教育委員会） 

全職員 

６人 

 

２月１５日（水） 第７回 研究推進委員会 １１人 

３月 １日（水） 人権教育研究推進事業連絡協議会（県教育委員会１０人） 参加者２８人 

 

 

 

 

 

 



＜表１＞ 

＜表２＞ 

＜表３＞ 

＜表４＞ 

＜表５＞ 

（２）調査研究の成果と課題 

 【成果】 

同じ生徒集団の比較とはならないが、全国学力･学習状況調査の結果を利用し、学習に 

関する本校の第３学年を年 

度比較してみたのが＜表１＞ 

である。 

 表中の本校比較（右端の 

部分）からもわかるように、 

学習時間や予習・復習の実 

施に関しては顕著な変化が 

見られた。生徒の学習習慣 

や学習への主体的な取組を 

窺うことができ、学習への積 

極性が自尊感情の高まりにつ 

ながることが期待できる結果 

となった。 

  あわせて＜表２＞からは、 

授業の中で目標が示され、振 

り返りが行われていると感じ 

る生徒が増加している。この 

ことは、今回の取組を通して、 

教職員の授業に対する意識変 

革がなされてスキルアップに 

つながっていることを示しており、１つの成果といえる。 

  次に、生徒の自尊感情に関 

する項目の変化を集めたのが  

＜表３＞である。この結果か 

らもわかるように、自分に対 

して自信を持つ生徒が育ちつ 

つあり、自尊感情の高まりが 

見られる。 

  また、＜表４＞では、自分を 

取り巻く社会に目を向ける生 

徒が増えており、自尊感情の高 

まりから、自分の周りを見る余 

裕が生まれつつあることが窺 

え、地域社会の担い手としての 

成長も期待できる結果となった。 

  このように、「第三次とりまとめ」を柱とし、小中学校が共通の課題や目標に向かって

研究を進めることで本校としてもいくつかの成果は上がっている。 

 【課題】 

課題としては、＜表５＞から 

もわかるように、話合い活動に  

関する生徒のスキルを高めてい 

くこと、それを実現するための 

教員研修が必要であることが挙 

げられる。 



＜表６＞（左が平成２７年度、右が平成２８年度） 

＜表７＞（左が平成２７年度、右が平成２８年度） 

 

また、平成２８年７月には、平成２７年度と同様の「自己他者肯定感テスト」「自尊感

情５領域テスト」を再度行った。 

＜表６＞は、「自尊感情５領域テス 

ト」について、平成２８年調査時のそ 

れぞれの学年が、前回の調査からどの 

ように変化したのかを割合で示したも 

のである。 

個々によって回答基準が異なるため、 

右の表のように個人が最小得点をつけ 

た項目（個人内評価）と 下の表のよう 

に１８点中６点以下の得点をつけた項 

目（絶対評価）の２つの視点から集計を 

行った。 

  結果として、個人内最小点（上の表） 

の社会的領域（他の友だちからどう見ら 

れているか）では、その割合が減少し、 

自尊感情の高まった生徒の増加が見られ 

たが、学力的領域については、２つの表 

ともに割合が増加し、自尊感情の低下した生徒の増加が見られた。その他の領域について 

はほとんど変化がなかったと判断できる。 

  次に、「自己他者肯定感テスト」の結果を

示したのが＜表７＞である。 

ここでは、Ⅰ「自己肯定・他者肯定」型の生

徒の割合が減少し、Ⅳ「自己否定・他者肯定」 

型の生徒の割合が増加した。前回より自己否定

に移った生徒の割合が増加した。 

  自己認識の総論としては成果があったが、５

領域のうちの学力について課題が残った。また、

他者との比較においても課題が残った。このことは、心の成長に伴って客観的・多面的な

見方を身につけ、批判的に自分を捉えることができるようになったからではないかと考え

る。 

  また、教職員の振り返りの中では、 

  ・集団としての取組に、前向きに参加しようとする雰囲気が強まり、生徒同士が声かけ

や呼びかけをする姿が増えた。 

  ・生徒間で他者の活動に対して肯定的な振り返りが多く交わされるようになり、お互い

を認め合おうとする経験を積むことができた。 

  ・行事ごとの振り返りや他学年からの応援メッセージの掲示を生徒はよく読んでおり、

温かい異学年交流の場となった。 

・教員として生徒をつなぐ視点で生徒の活動を仕組んだり、生徒の発想を大切にしたり

する機会が増えた。 

 などが成果として考えられたが、このように数値に表れない変容をどう捉えて、次の取組

につなげていくのか。長期的な展望を持ち、これからの取組を精査しながら継続していく

ことが大きな課題といえる。 

 

 

  


